
御嶽山噴火は川内原発再稼働への警告か?!
『東京新聞』社説、再稼働見直しを提起！

ＪＲ東海労ニュース

戦後史上最悪の被害をもたらした御嶽山噴火による災害。亡くなられた方々のご冥

福を心よりお祈り申し上げます。この間の報道で明らかなように、救助活動は、噴火

活動や気象状況などで難航しています。人間の力は自然の力に太刀打ちできないこと

を、改めて思い知らされました。

この災害を目の当たりにして、誰もが思ったことがあるのではないでしょうか。そ

れは、九州電力川内原発の再稼働の問題です。川内原発は、原子力安全委員会より

「お墨付き」が出され、年内にも再稼働の方向へと舵を取っています。しかし、その

「お墨付き」には、桜島噴火の際の避難方については一切触れられていません。川内

市民は、桜島の近くの鹿児島市方面に

避難することになっていますが、わざ

わざ危険な火山の方向への避難とは、

あってはならないことです。そもそも

鹿児島市も避難民の受け入れ体勢もで

きていないといわれています。

御嶽山の噴火は、原発災害へのリス

クが地震、津波意外にもあるのだと証

明したものだといえます。『東京新

聞』10月６日社説は、御嶽山と川内原

発の問題について訴えています。

また、10月２日の参議院本会議にお

いて、たしろかおる議員は代表質問で

この問題を取り上げています。

ＪＲ東海労は、川内原発をはじめ、

全ての原発再稼働に反対し、闘いを展

開していきます。
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